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「北清掃工場建替事業」に係る環境影響評価調査計画書 

について 

 

第１ 審議経過 

本審議会では、平成 30 年８月 16 日に「北清掃工場建替事業」に係る環境影響評

価調査計画書（以下｢調査計画書｣という。）について諮問されて以降、部会におけ

る審議を行い、都民及び周知地域区長等の意見等を勘案して、その内容について検

討した。 

その審議経過は付表のとおりである。 

 

第２ 審議結果 

【大気汚染】 

大気質の予測に当たっては、高層気象の調査及び風洞実験を実施するとしてい

ることから、そのデータの活用方法についてわかりやすく記載すること。また、

風洞実験に当たっては、計画地周辺の地形等も十分考慮し、実施すること。 

 

【悪臭】 

敷地境界における臭気指数の予測において、ごみ収集車両のプラットホームへ

の出入り口が不明確なことから、現況調査及び予測地点の選定に当たっては、出

入り口を明らかにした上で、適切な位置に設定すること。 

 

【騒音・振動】 

工事の施行中における建設機械の稼働に伴う騒音・振動の予測において、予測

の対象時点を建設機械の稼働に伴う影響が最大となる時点としているが、本事業

では既存施設の解体工事が行われることから、解体工事及び建設工事に伴う影響

が最大となる時点についても予測・評価すること。 

 

第３ その他 

環境影響評価の項目及び調査等の手法を選定するに当たっては、条例第 47 条第

１項の規定に基づき、調査計画書に係る都民及び周知地域区長等の意見並びに今後

の事業計画の具体化を踏まえて検討すること。 

なお、選定した環境影響評価の項目のほか、事業計画の具体化に伴い、新たに調

査等が必要となる環境影響評価の項目が生じた場合には、環境影響評価書案におい

て対応すること。 

別 紙 
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付表 

 

【審議経過】 

区 分 年  月  日 審 議 事 項 

審議会 平 成 30年 ８ 月 16日 ・調査計画書について諮問 

部 会 平 成 30年 10月 22日 

・環境影響評価の項目選定及び項目別審議 

（大気汚染、悪臭、騒音・振動、土壌汚染、

地盤、水循環、日影、電波障害、景観、自

然との触れ合い活動の場、廃棄物、温室効

果ガス） 

・総括審議 

審議会 平 成 30年 10月 26日 ・答申 
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受 理 報 告 

区     分 対 象 事 業 名 称 受 理 年 月 日 

１ 事 後 調 査 報 告 書 

・府中都市計画道路３・３・８号府中所沢線

（府中市北山町～武蔵台間）建設事業（工
事の完了後その２） 

・東京サービスステーション建設事業（工事
の完了後） 

・八王子都市計画道路３・３・２号線（八王
子市北野町～南浅川町）建設事業（工事の

施行中その12） 

・一般国道16号（昭島市拝島町～福生市熊川
間）拡幅事業（工事の施行中その８） 

・（仮称）東京港臨港道路中防内５号線、中防

外５号線及び中防外３号線道路建設計画
（工事の施行中その２） 

（別紙のとおり） 

２ 変 更 届 

・東京都市計画道路環状第２号線（中央区晴
海四丁目～銀座八丁目間）建設事業 

・（仮称）品川駅北周辺地区１街区、２街区、

３街区、４街区開発事業 

・小田急電鉄小田原線（代々木上原駅～梅ヶ
丘駅間）の連続立体交差及び複々線化事業 

（別紙のとおり） 

 

資料 ２ 
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事 後 調 査 報 告 書 

事 項 内 容 

事 業 名 
府中都市計画道路３･３･８号府中所沢線（府中市北山町～武蔵台間）建設事

業 

番号･答申日･受理日 １－148－２ H８.11.25 H30.10.11 

事 業 の 種 類 道路の新設 

規 模 

延 長： 

起 点： 

終 点： 

車 線 数： 

道 路 幅 員： 

道 路 構 造： 

 

工 事 期 間： 

供 用 開 始： 

約 1.0 ㎞ 

府中市北山町二丁目 

府中市武蔵台三丁目 

４車線 

36ｍ（車道部 16ｍ、環境施設帯 両側各 10ｍ） 

平面部（約 0.75km）  
切り通し部（約 0.25km） 

平成 13 年度～平成 17年度 

平成 18 年度 

事 後 調 査 の 区 分 工事の完了後その２ 

調 査 項 目 ・ 事 項 大気汚染、騒音、振動、植物・動物、景観 

調 査 結 果 の 内 容 

１ 大気汚染（自動車交通に伴う大気中の汚染物質濃度） 

 一酸化炭素の期間(７日間)平均値(0.3ppm)は、全ての地点で予測結果

(0.45～0.47ppm)を下回った。日平均値の最大値(0.5ppm)は、全ての地点

で予測結果(1.19～1.21ppm)を下回り、参考比較した環境基準(10ppm 以下)

を下回った。 

 二酸化窒素の期間(７日間)平均値(0.014～0.015ppm)は、全ての地点で

予測結果(0.0267～0.0268ppm)を下回った。日平均値の最大値(0.027～

0.028ppm)は、全ての地点で予測結果(0.0475～0.0476ppm)を下回り、参考

比較した環境基準(0.04～0.06ppm までのゾーン内またはそれ以下)を下回

った。 

 二酸化いおうの期間(７日間)平均値(0.000～0.001ppm)は、全ての地点

で予測結果(0.00500～0.00501ppm)を下回った。日平均値の最大値(0.001

～0.003ppm)は全ての地点で予測結果(0.0118ppm)を下回り、参考比較した

環境基準(0.04ppm 以下)を下回った。 

 参考調査した浮遊粒子状物質の日平均値の最大値(0.021～0.023mg/㎥)

は、全ての地点で環境基準(0.10 mg/㎥以下)を下回った。 

 

２ 騒音(道路交通騒音) 

騒音レベル(LAeq)の調査結果([平面部]昼間 60dB、夜間 56～57dB、[切り

通し部] 昼間 58～59dB、夜間 54～55dB)は、全ての地点で予測結果([平面

部]昼間 65dB、夜間 61dB、[切り通し部] 昼間 65dB、夜間 61dB)を下回り、

環境基準(昼間 70dB 以下、夜間 65dB 以下)を下回った。 

 

３ 振動(道路交通振動) 

振動レベル(L10)の調査結果([平面部]昼間 46～50dB、夜間 45～50dB、[切

り通し部] 昼間 38～39dB、夜間 37dB)は、全ての地点で予測結果([平面部]

昼間 56dB、夜間 55dB、[切り通し部] 昼間 51dB、夜間 50dB)を下回り、環

境確保条例に基づく規制基準(昼間 60dB 以下、夜間 55dB 以下)を下回った。 

 

４ 植物・動物 

(1) 陸上植物の変化の程度 

 植物相については、事後調査において確認種は増加しているため、植生

の多様性は維持されているものと考えられる。 

重要種については、評価書時に確認されていた注目される植物個体５種

5



事 項 内 容 

は事後調査において確認されなかったが、新たに３種が確認された。評価

書時に確認されていた植物個体５種の生育地点は本事業では改変されな

い箇所であることから、本事業の影響は小さいと考えられる。 

 

(2) 緑の量の変化の程度 

事業区域の緑の量は、1.2ha であり、減少した緑の面積は 0.19ha と考え

られる。計画以上に積極的な植栽を行ったことにより、事業の実施に伴う

緑の量の減少量は予測結果よりも少なくなった。 

 

(3) 陸上動物の変化の程度 

 陸上動物はいずれの項目についても、確認種数、重要種ともに事後調査

時の種類が評価書時と同数又は増加しており、評価書時を下回ることはな

かった。なお、昆虫類は、事後調査時に種数が大幅に増加しているが、昆

虫類相(確認種の生息環境別比率)には評価書時と事後調査時で大きな変

化は見られなかった。 

 

(4) 生息環境の変化の程度 

  本事業による国分寺崖線付近の雑木林の改変は、その一部にとどまり、

さらに植栽可能な区域の既存樹木(サクラ)や在来種(ケヤキ等)による緑

化を積極的に実施したことにより、植生の多様性は維持され、動物の生息

環境としての機能は維持されたと考えられる。 

 

５ 景観 

(1) 地域景観の特性の変化の程度 

 事後調査の結果は、事業実施前と比べて景観の変化、景観の視点からの

緑の量の変化の程度は少なく、計画路線の歩道や法面、分離帯に可能な限

り植栽していることにより、周辺の環境に調和した景観となっていること

から、予測結果のとおり、本事業による地域景観の特性の変化の程度は少

ないと考えられる。 

 

(2) 代表的な眺望地点からの変化の程度 

  環境施設帯に植栽された樹木が周辺の緑と一体となっており、本事業実

施以前の緑の豊かさ感は変わらず、予測結果と著しい相違は生じていな

い。また、遮音壁から低騒音舗装に変更したことにより、植栽された樹木

と周囲の自然がより一体となり、変更前よりも解放感のある景観となった

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦 情 の 有 無 無 
 

6



事 後 調 査 報 告 書 

事 項 内 容 

事 業 名 東京サービスステーション建設事業 

番号･答申日･受理日 １－187－１ H11.10.25 H30.10.16 

事 業 の 種 類 工場の設置 

規 模 

建 設 地： 

敷 地 面 積： 

使 用 目 的： 

建 築 面 積： 

最 高 高 さ： 

主 要 施 設： 

 

工 事 期 間： 

 

供 用 開 始： 

 

江東区若洲二丁目９番１号 

42,632.79 ㎡ 

セメント及びセメント系固化材の貯蔵・出荷 

4,817.43 ㎡ 

47.335ｍ 

セメントサイロ５基、セメント系固化材タンク５基、 

セメント及びセメント系固化材出荷設備、倉庫、事務所等  
[第１期工事] 平成 12年５月～平成 14 年３月 

[第２期工事] 平成 27年１月～平成 29 年６月 

[第１期] 平成 14 年４月 

[第２期] 平成 29 年７月 

事 後 調 査 の 区 分 工事の完了後 

調 査 項 目 ・ 事 項 大気汚染、騒音、振動、景観 

調 査 結 果 の 内 容 

１ 大気汚染 

(1) 関連車両の走行に伴う大気質[沿道地点] 

一酸化炭素の期間(７日間)平均値(0.5ppm)は、予測結果(0.8ppm)を下回

った。日平均値の最大値(0.7ppm)は、予測結果(1.8ppm)を下回り、参考比

較した環境基準(10ppm 以下)を満足した。 

二酸化窒素の期間(７日間)平均値(0.034ppm)は、予測結果(0.041ppm)を

下回った。日平均値の最大値(0.045ppm)は、予測結果(0.068ppm)を下回り、

参考比較した環境基準(0.04～0.06ppm までのゾーン内またはそれ以下)を

下回った。 

参考調査した浮遊粒子状物質の日平均値の最大値(0.042mg/㎥)は、環境

基準(0.10 mg/㎥以下)を下回った。 
  

(2) 係留船舶と敷地内の関連車両の走行に伴う大気質[環境地点] 

二酸化いおうの期間(７日間)平均値(0.009ppm)は、予測結果(0.009ppm)

と同値であった。日平均値の最大値(0.016ppm)は予測結果(0.017ppm)と同

程度であり、参考比較した環境基準(0.04ppm 以下)を下回った。 

二酸化窒素の期間(７日間)平均値(0.029ppm)は、予測結果(0.041ppm)を

下回った。日平均値の最大値(0.042ppm)は、予測結果(0.069ppm)を下回り、

参考比較した環境基準(0.04～0.06ppm までのゾーン内またはそれ以下)を

下回った。 

参考調査した浮遊粒子状物質の日平均値の最大値(0.037mg/㎥)は、環境

基準(0.10 mg/㎥以下)を下回った。 
  

２ 騒音 

(1) 施設の稼働による工場・事業場騒音レベル 

騒音レベル(LA5)の調査結果([No.1]60～74dB、[No.2]61～65dB)は、予測

結果([No.1]52dB、[No.2]53dB)を上回り、また、当該地周辺は工業専用地

域であることから環境確保条例に基づく規制基準の適用外であるが、参考

として工業地域等の規制基準と比較すると、一部の時間区分で規制基準

([朝]60dB 以下、[昼間]70dB 以下、[夕]60dB 以下、[夜間]55dB 以下)を上

回った。 

予測結果を上回った理由として、計画地周囲には木材や機械等の貨物を

扱うふ頭や物流センター等が複数立地しており、これらにおける車両や船

舶の荷役作業、機械から発生する騒音が影響したものと考えられる。 
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事 項 内 容 

(2) 関連車両の走行による道路交通騒音レベル 

騒音レベル(LAeq)の調査結果([昼間]70dB、[夜間]68dB)は、予測結果([昼

間]67dB、[夜間]59dB)を上回り、環境基準([昼間]70dB 以下、[夜間]65dB

以下)を夜間において上回った。 

予測結果を上回った理由として、いずれの時間区分においても関連車両

以外の一般車両による交通量や大型車混入率が予測条件を上回ったため

と考えられる。 

 

３ 振動 

(1) 施設の稼働による工場・事業場振動レベル 

振動レベル(L10)の調査結果([No.1]39～41dB、[No.2]37～39dB)は、予測

結果([No.1]33dB、[No.2]36dB)を上回り、また、当該地周辺は工業専用地

域であることから環境確保条例に基づく規制基準の適用外であるが、参考

として工業地域等の規制基準と比較すると、全ての時間区分で規制基準

([昼]65dB 以下、[夜間]60dB 以下)を下回った。 

予測結果を上回った理由として、計画地周囲には木材や機械等の貨物を

扱うふ頭や物流センター等が複数立地しており、これらにおける車両や船

舶の荷役作業、機械から発生する振動が影響したものと考えられる。 

 

(2) 関連車両の走行による道路交通振動レベル 

騒音レベル(L10)の調査結果([昼間]52dB、[夜間]51dB)は、予測結果([昼

間]50dB、[夜間]42dB)を上回り、環境確保条例に基づく規制基準(昼間 65dB

以下、夜間 60dB 以下)を下回った。 

予測結果を上回った理由として、いずれの時間区分においても関連車両

以外の一般車両による交通量や大型車混入率が予測条件を上回ったため

と考えられる。 

 

４ 景観 

(1) 地域景観の特性の変化の程度 

 当該地は周辺の倉庫、工場等の施設又は未利用地に囲まれ、当該地域の

景観を特徴づける構成要素の一つとなっていることから、予測結果とおお

むね一致している。 

 

(2) 代表的な眺望地点からの眺望の変化の程度 

若洲海浜公園からの眺望が新たな工場建屋により一部遮られてはいる

ものの、近景域としては、周辺の石油貯蔵施設等に混在した景観要素とな

っており、予測結果とおおむね一致している。中景域、遠景域では、建物

が視野に占める割合は小さく、予測結果とおおむね一致している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦 情 の 有 無 無 
 

8



事 後 調 査 報 告 書 

事 項 内 容 

事 業 名 八王子都市計画道路３・３・２号線 (八王子市北野町～南浅川町)建設事業 

番号･答申日･受理日 ２-140-１ H８.10.１ H30.９.26 

事 業 の 種 類 道路の新設 

規 模 

延 長： 

起 点： 

終 点： 

車 線 数： 

構 造 形 式： 

 

工 事 期 間： 

供 用 年 度： 

約 9.6km 

八王子市北野町 

八王子市南浅川町 

往復４車線 

土工部 約 1.6km、橋梁部 約 1.5 km、掘割部 約 2.5 km、 

トンネル部 約 4.0 km 

平成 13 年度～平成 31年度(予定) 

平成 31 年度(予定) 

事 後 調 査 の 区 分 工事の施行中その 12 

調 査 項 目 ・ 事 項 騒音、振動、水質汚濁 

調 査 結 果 の 内 容 

１ 騒音(建設機械の稼働による建設作業騒音) 

路盤工における騒音レベル（LA5）の事後調査結果（65dB）は、予測結果

（76～78dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（80dB 以下）を下回った。 

舗装工における騒音レベル（LA5）の事後調査結果（87dB）は、予測結果

（76～80dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（80dB 以下）を上回った。 

予測を上回った理由として、地元の沿道住民より日照阻害の影響から仮

囲いの撤去の要望を受け、仮囲いを撤去したためと考えられる。 

 

２ 振動(建設機械の稼働による建設作業振動) 

路盤工における振動レベル（L10）の事後調査結果（48dB）は、予測結果

（62dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（70dB 以下）を下回った。 

舗装工における振動レベル（L10）の事後調査結果（57dB）は、予測結果

（62dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（70dB 以下）を下回った。 

 

３ 水質汚濁（切土工事等の建設工事に伴って発生する濁水による河川水

質） 

寺田川の浮遊物質量（SS）は 1未満～8㎎/L であり評価の指標とした環

境基準（25 ㎎/L 以下）を下回った。 

施工に当たって極力濁水の発生を抑える工法を採用したこと、斜面への

ブルーシート設置等の土砂流失防止のための配慮を行ったため、河川の水

質への影響は軽微であったと考える。 

 

 

苦 情 の 有 無 無 
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事 後 調 査 報 告 書 

事 項 内 容 

事 業 名 一般国道 16 号（昭島市拝島町～福生市熊川間）拡幅事業 

番号･答申日･受理日 ２-154-２ H９.２.27 H30.９.26 

事 業 の 種 類 道路の改築 

規 模 

延 長： 

起 点： 

終 点： 

車 線 数： 

構 造 形 式： 

 

工 事 期 間： 

供 用 年 度： 

約 1.5 ㎞ 

昭島市拝島町 

福生市熊川 

往復６車線 

土工部 約 655ｍ、橋梁部 約 95ｍ、掘割部 約 390ｍ、 

盛土(擁壁)約 360m 

平成 13 年度～平成 42年度(2030 年度)(予定) 

平成 42 年度(2030 年度) (予定) 

事 後 調 査 の 区 分 工事の施行中その８ 

調 査 項 目 ・ 事 項 騒音、振動 

調 査 結 果 の 内 容 

 

１ 騒音(建設機械の稼働による建設作業騒音) 

橋梁下部工（埋戻し）における騒音レベル（LA5）の事後調査結果（66dB）

は、予測結果（68 dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（80dB 以下）

を下回った。 

橋梁下部工（コンクリート打設）における騒音レベル（LA5）の事後調査

結果（67dB）は、予測結果（72 dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準

（80dB 以下）を下回った。 

 

２ 振動(建設機械の稼働による建設作業振動) 

橋梁下部工（埋戻し）における振動レベル（L10）の事後調査結果（43dB）

は、予測結果（70dB）及び環境確保条例に基づく勧告基準（70dB 以下）を

下回った。 

 

 

苦 情 の 有 無 無 
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事 後 調 査 報 告 書 

事 項 内 容 

事 業 名 
（仮称）東京港臨港道路中防内 5号線、中防外 5号線及び中防外 3号線道路

建設計画 

番号･答申日･受理日 ２-316-２ H27.10.29 H30.９.27 

事 業 の 種 類 道路の新設 

規 模 

延  長： 

 

車 線 数： 

構造形式： 

工事期間： 

供用開始： 

約 1.6km 

（起点：中央防波堤内側埋立地、終点：中央防波堤外側埋立地） 

往復４車線 

平面部 約 0.8 ㎞、橋梁部 約 0.8 ㎞ 

平成 28 年度～平成 34年度(2022 年度) （予定） 

平成 35 年度(2023 年度)（予定） 

事 後 調 査 の 区 分 工事の施行中その２ 

調 査 項 目 ・ 事 項 騒音・振動、水質汚濁、土壌汚染、地盤、水循環、廃棄物 

調 査 結 果 の 内 容 

１ 騒音・振動（建設機械の稼働(陸上)による建設作業振動） 

振動レベル（L10）の事後調査結果（51～55dB）は、予測結果（63dB）及

び環境確保条例に基づく勧告基準（70dB 以下）を下回った。 

２ 水質汚濁(建設機械の稼働(海上)に伴い発生する濁りによる影響) 

濁り(SS)の干潮時の調査結果は、上層 9～11 ㎎/Ｌ、下層 9～10 ㎎/Ｌと

なっており、施行か所からの距離の違いは見られなかった。これは、濁り

の拡散防止の鋼管矢板打設・井筒内掘削工法を採用したためと考える。 

３ 土壌汚染(工事の施行に伴う新たな土地への土壌汚染の拡散の可能性) 

平成 28 年度に行った法令に基づく届出により汚染の恐れがないことが

分かっているため保全措置は実施しなかった。 

４ 地盤(工事の施行における地盤の変形の範囲及び変形の程度) 

掘削工事の工事期間中、２地点で行った地盤の変位結果は水平方向 0～

＋34 ㎜、鉛直方向＋4～＋9㎜で著しい変動はみられなかった。 

５ 水循環(掘削に伴う地下水の水位の変化の程度) 

地下水位の測定結果は、中防内 A.P.＋2.11～3.00ｍ、中防外 A.P.＋0.64

～0.86ｍであり地下水位の変化は主に降雨によるもので、掘削工事による

地下水への影響は少ないと考えられる。 

６ 廃棄物(工事に伴う建設発生土、建設発生土等の発生量) 
  事後調査結果では、予測していなかった資材の梱包材等で発生した廃プ
ラスチック、木くず、段ボール、鉄・金属くずが発生した。 

           （予測結果は工事の終了時まで） 

種  別 
予測結果 

(㎡) 

事後調査結果 

今回調査結

果(㎡) 

発生量累

計(㎡) 

再資源化率及

び再利用率 

廃棄物 

ｱｽﾌｧﾙﾄ塊 3,900 715 1,808 100％ 

ｺﾝｸﾘｰﾄ塊 1,600 1,388 2,296 100％ 

廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ － 233 429 93％ 

木くず － 59 97 100％ 

段ボール － 23 46 100％ 

鉄・金属 － 125 134 100％ 

建設 

発生土 

建設発生土 
207,000 

25,000 28,500 100％ 

廃棄物混在 21,350 30,150 － 
 

苦 情 の 有 無 無 
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変 更 届 

事 項 内 容 

事 業 名 
東京都市計画道路環状第２号線（中央区晴海四丁目～銀座八丁目間）建設事

業 

番号･答申日･受理日 １-239-２ H19.３.27 H30.10.16 

事 業 の 種 類 道路の新設 

規 模 

延長及び区間： 

 

車 線 数： 

道 路 幅 員： 

道 路 構 造： 

 

 

 

 

供 用 開 始： 

工 事 期 間： 

[延長]約 2.1km 

[起点]中央区晴海四丁目 [終点]中央区銀座八丁目 

往復４車線（起点～補助第 314 号線区間は往復６車線） 

20～60ｍ 

[トンネル部]0.4km 

[平 面 部]0.8km 

[橋 梁 部]２箇所（隅田川、朝潮運河） 

[平面及び高架部]0.5km 

[高架及び擁壁部]0.2km 

平成 34 年度(2022 年度)(予定) 

平成 22 年度～平成 34年度(2022 年度)(予定)  

変 更 内 容 の 概 略 

 

１ 変更理由 

本事業は平成 32 年度の供用開始を予定として事業を進めてきたが、築

地市場移転の遅延により既定事業期間内に工事が完了できないため、工事

期間を平成 34 年度(予定)まで延伸し、供用開始年次を平成 34 年度(予定)

に変更する。 

なお、これに伴い暫定迂回道路の暫定供用開始年次を平成 30年度(予定)

に変更するとともに、築地市場移転後、本線完成までの間、臨海部へのア

クセスを確保するため、新たに地上部道路(隅田川橋梁～放射第 31 号線区

間)を整備し、工事の施行中である平成 31 年度(予定)に暫定開通させる。 

 

２ 主な変更内容 
 

項目 変更後 変更前 

供用開始 平成 34 年度 平成 32 年度 

工事期間 平成 22 年度～平成 34年度 平成 22 年度～平成 32年度 

仮設道路 

(暫定整備) 

[暫定迂回道路] 

暫定供用開始：平成 30年度 

[暫定迂回道路] 

暫定供用開始：平成 28年度 

[地上部道路] 

暫定供用開始：平成 31年度 
― 

 

 

 

 

 

 

 

環境影響評価項目の 

再評価(見直し)結果 

今回の事業計画の変更に伴い、地上部道路の暫定供用における自動車の走

行に伴う大気汚染及び騒音・振動について、予測・評価（予測地点・予測時

点の追加）を行った。また、地上部道路の整備及び撤去に伴う廃棄物につい

て、予測・評価を行っており、いずれの項目においても評価の指標を満足す

ることから、評価の結論は変わらない。 
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変 更 届 

事 項 内 容 

事 業 名 （仮称）品川駅北周辺地区１街区、２街区、３街区、４街区開発事業 

番号･答申日･受理日 １-348-２ － H30.10.16 

事 業 の 種 類 自動車駐車場の設置 

規 模 

計 画 地： 

 

敷 地 面 積： 

最高建物高さ： 

延 床 面 積： 

主 要 用 途： 

 

住 宅 戸 数： 

駐車場台数： 

工事予定期間： 

供用開始予定： 

港区芝浦四丁目、港南二丁目、高輪二丁目、 

三田三丁目の各一部 

約 7.2ha 

約 173ｍ 

約 851,000 ㎡ 

業務、商業、文化創造施設、教育施設、住宅、ホテル、 

駐車場等 

約 860 戸 

約 2,290 台 

平成 31 年度～平成 36年度（2024 年度） 

平成 36 年度（2024 年度） 

変 更 内 容 の 概 略 

 

１ 変更理由 

関係機関との協議等を踏まえた事業計画の深度化に伴い、計画地の敷地

面積・形状、建築面積などの建築計画及び駐車場台数を変更する。 

また、計画地の敷地形状の変更（１街区の敷地拡張）に伴い、既存建築

物の解体工事を追加する。 

 

 

２ 主な変更内容 
 

項目 変更後 変更前 

敷地面積 約 72,000 ㎡ 約 68,900 ㎡ 

建築面積 約 53,400 ㎡ 約 50,300 ㎡ 

延床面積 約 851,000 ㎡ 約 855,000 ㎡ 

最高高さ 約 173ｍ 約 175ｍ 

主要用途 

業務、商業、文化創造施

設、教育施設、住宅、 

ホテル、駐車場等 

業務、商業、文化施設、

住宅、ホテル、駐車場等 

住宅戸数 約 860 戸 約 1,000 戸 

駐車場台数 

（住宅用（内数）） 

約 2,290 台 

（約 400 台） 

約 2,340 台 

（約 420 台） 

 

 

環境影響評価項目の 

再評価(見直し)結果 

今回の事業計画の変更に伴い、撤去建造物の解体工事が追加されることか

ら、環境影響評価項目のうち廃棄物の予測する事項に「撤去建造物の解体に

伴う建設廃棄物の排出量、再資源化量及び処理・処分の方法」を追加する。 

事業計画の変更後における予測・評価については、調査計画書に対する知

事の審査意見書等を踏まえ、環境影響評価書案で示す。 
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変 更 届 

事 項 内 容 

事 業 名 
小田急電鉄小田原線（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）の連続立体交差及び複々

線化事業 

番号･答申日･受理日 ２-219-２ H14.９.17 H30.10.12 

事 業 の 種 類 鉄道の改良 

規 模 

起   点： 

終   点： 

事 業 延 長： 

構 造 形 式： 

対  象  駅： 

踏 切 解 消 数： 

工 事 期 間： 

供 用 開 始： 

渋谷区大山町及び上原三丁目 

世田谷区代田三丁目及び代田四丁目 

約 2.2km 

地下式、高架式 

東北沢駅、下北沢駅、世田谷代田駅 

９か所 

平成 16 年度～平成 30年度（予定） 

地下化平成 25 年３月、複々線化平成 30年３月 

変 更 内 容 の 概 略 

 

１ 変更理由 

土留工事完了から３年、地下構造物建設完了後から約 1年経過している

が、最新の被圧地下水位は工事着手前の水位と大きな変化が見られないこ

とから、地下水保全対策の通水層の設置間隔及び設置か所数を見直す。 

 

 

２ 変更内容 

 変更後 変更前 

通水層設置間隔 

（設置か所数） 

おおむね 80～350m 

（4 か所） 

おおむね 40～70m 

（10 か所） 
 

環境影響評価項目の 

再評価(見直し)結果 

環境影響評価の対象とした７項目（騒音、振動、地盤沈下、地形・地質、

水文環境、史跡・文化財、廃棄物）のうち、水文環境について予測・評価の

見直しを行った。 

通水層の設置間隔及び設置か所数は変更となるが適切な環境保全対策を

講じることで、変更後の評価の結論は変わらない。 
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